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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Jumonji型ATリッチ相互作用ドメイン1（JARID1）ヒストン脱メチル化酵素タンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、ヒストンH3のリジン4を特異的に脱メチル化することで、ヒストンコードを介して遺伝子制御に関与しています。コードされているタンパク質は、網膜芽細胞腫タンパク質を含む多くのタンパク質と相互作用し、Hox遺伝子およびサイトカインの転写制御に関与しています。この遺伝子は腫瘍の進行に関与している可能性があります。[RefSeq提供、2013年8月]
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	KDM5A/Jarid1A/RBBP2 ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、A431 細胞抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。
	

	AMRe86380 で KDM5A/Jarid1A/RBBP2 を標識した HeLa 細胞の免疫蛍光分析。

